
 

 

 

  

 

 

 

 

 令和６年もあと２週間で師走を迎えます。何となく気ぜわしくなってきました。１１月の異名

はいくつもありますが，収穫を祝う行事が多くあり美味しいものが増える時期「食物月（をしも

のつき）」が語源となり「霜月（しもつき）」となったという説があるそうです。「霜」という漢

字から連想されるように，霜が降りてくるような冬の時期という意味もあるそうです。 

 「〇〇の秋」という言葉がありますが，子供たちは，体育の授業や休み時間に思い切り体を動

かしたり，読書週間に様々な本に触れて読書の楽しさを味わったりしながら『スポーツの秋』『読

書の秋』を満喫しています。また，11 月 14 日(木)に実施した「おにぎりの日」では，具材や

形を工夫して作ったおにぎりを頬張りながら『食欲の秋』を味わいました。 

 朝夕の冷え込みや空気の乾燥，寒暖差から，体調をくずすお子さんも増えてきました。また，

水ぼうそうや手足口病，インフルエンザ等の感染症流行の懸念も続きますが，この季節特有の食

材の収穫に感謝しつつ，それらを生かした美味しいものを食べることで，体力をつけたり心を満

たしたりしたいですね。お子様の体調がすぐれないときは，無理をさせず，ゆっくり休養を取る

ようお願いいたします。感染症の診断を受けたときは，お知らせいただくとともに，必要に応じ

て，登園・登校届等の保健関係書類の提出もお願いいたします。 

 これからも，子供たちの笑顔を大切にしながら，職員一同，力を合わせて取り組んでいきたい

と思います。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

  
 10 月 19 日（土）の運動会では，『みんなが主役 仲間と笑顔で 勝利の道を突き進め』の

スローガンのもと，赤組も白組もよきライバルとして闘志を燃やし，演技や応援に全力で取り組

みました。子供たちは，個人種目や団体種目，表現ダンスや応援合戦，１学期から約１か月間練

習に取り組んできた頑張りのすべてを発揮し，真剣な表情やはじける笑顔をたくさん見せてく

れました。早朝より応援に駆けつけてくださったご家族や地域の皆様，また，運営や後片付けな

ど運動会を支えてくださったＰＴＡ学年部，各常置委員会，執行部の皆様，たいへんありがとう

ございました。心よりお礼申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

細谷小学校の目指す児童像 

      やさしく 

      つよく 

  かしこく 

細谷小学校学校だより 

令和６年 11 月発行 第７号 

宇都宮市立細谷小学校 

校長 猪瀬 寿代 

運動会 一致団結して戦いました 



 

11 月 5 日(火)の講話朝会で，細谷小の合言葉のひとつ「かしこく」について話をしました。

校歌の 2 番の歌詞「学びのちかい新しく うまず務めてたゆみなく まことの力 身につけん」

を取り上げ，勉強だけでなくたくさんの経験や知識の蓄積，計画力の向上を意識しながら，目

標に向かって努力することについて話しました。大谷翔平選手の目標シートの説明や，電話機

と地図の機能性を進化させるための多くの発明について紹介し，かしこい人とは，方法やアイ

ディアを考えて計画を立て，「できない」を「できる」に，そして「できる」を「もっとでき

る」にするために，目標に向かって粘り強く取り組める人であると

伝えました。そして小学生の今は，漢字や計算の練習，読書への取

組，相手を思いやることを通して「できない」を「できる」に，さ

らに続けて「もっとできる」に挑戦してほしいとお願いしました。  

子供たちが書いてくれた感想を紹介します。 

できないことができるように

なっても，そのままやめないで

つぎにすすめるのがわかっ

た。それから，ともだちのことも

かんがえる。    (１年生) 

 とくいなことをもっととくいにし

て，できないことはできるように

したいです。かん字や計算を

２０もんやる。どくしょを一日に

１じかんやります。 (２年生) 

もくひょうをきめて，そこからがん

ばるんだと思いました。わたしもで

きないことがあるので，ほうほうを

かんがえて，もくひょうをきめ，がん

ばろうと思いました。   (３年生) 

 計画的な行動や，相手を

理かいすること，けいけんを

増やすことが大事なんだと分

かった。くりかえしやるのが大

事なので，あきらめないでが

んばりたい。     （４年生） 

計画を立てるのは大事なんだ

と思った。計画を立てると整理で

きるからいい。できるをもっとでき

るにする。勉強だけでなく思いや

りや理解も大事。本を読んで知

識も増やしたい。    (５年生) 

校歌のむずかしい表現のところ

はあまり分からずに歌っていたけ

ど，かしこくなるための意味もあるこ

とを知りました。何事にもあきらめな

いで，目標を決めて努力し，頑張り

たい。            (６年生) 

 

 
10 月 29 日(火)，宇都宮市内の全小学校 71 校から，５・６年の代表選手約２千人がカンセ

キスタジアムに集合し，陸上競技大会が行われました。細谷小では 9 月から放課後の練習を開

始し，22 名の代表選手が大会に出場しました。気温の低い一日でしたが，選手たちは練習の

成果を発揮し，多くの選手が自己ベストの記録を更新することができました。また，競技だけ

でなく仲間の応援も進んで行い，細谷小の代表として立派な態度で参加することができました。 

       

11 月 12 日（火），本校において体育部会の研修会を開催し，宇都宮市と上三川町の体育科

教育をけん引している先生方約 130 名が参集し，研究の発表と授業の公開，授業研究会を行

いました。体育の授業において，主体的に学び合う時間や対話的な活動ができる場を設定し，

児童それぞれの課題の明確化とその解決に向けた支援を工夫することで，子供たちが互いのよ

さに気付いたり、友達の役に立つことを実感したりして自分の価値を認知し，自信を深めるこ

とができるだろうと考え，研究に取り組んできました。研究の成果をさらに深化させて実践し，

主体的な学びの推進を図りながら自己有用感の高揚や生きる力の向上に努めてまいりたいと思

います。学校 HP にも授業の様子を載せますので，是非ご覧ください。 

宇都宮市小学校陸上競技大会 


